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あらまし：本研究では，歴史的町並みの残る地方都市を対象に，地域住民自身によるハザードマップ作成

を支援するシステムの開発を行う．本システムは，災害時に危険になり得る地点の情報（場所，災害の種

類，写真，コメント）を，タブレット端末を利用して住民が登録していき，そうして集めた情報を地図上

に表示することにより，きめ細かい地域ハザードマップを作成する． 
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1. はじめに 
日本は，地震や台風あるいは火山噴火などの自然

災害が多いことから，こうした災害に対する研究が

幅広く行われてきている．平成 23 年 3 月の東日本

大震災以降，防災・減災に対する取り組みは一層強

化されてきており，カメラやセンサーを用いた情報

収集や，電子メールを活用した情報の周知など，ICT
利活用の取り組みも進んでいる（1）（2）． 

インフラの整備による災害強い都市づくりが進む

一方で，日本各地に存在する歴史的な地方都市は，

特有の課題を抱えている． 
歴史的地方都市は，伝統的景観の保全や過疎化・

高齢化の特徴を備えており，空間的あるいは人的制

約が大きく，災害に対して脆弱であるこうした都市

では，これらの制約のもとでの防災・減災の取り組

みが必要となる（3）． 
我々は，街の個性と日常をベースにした地域に根

差した防災を掲げ，ICT を活用した防災学習支援を

行っている．歴史的地方都市のモデル地区として，

佐賀県鹿島市の肥前浜宿を選定している．この地域

は，江戸時代からの古い街並みが残っており，国の

重要伝統的建造物群保存地区に選定されている（4）． 
本研究では，このモデル地区の地域住民に自然災

害に関するインタビュー調査を行い，防災・減災に

関する現場のニーズや課題を把握し，その結果を踏

まえて，位置情報を利用した住民参加型ハザードマ

ップ作成支援システムの開発を行う（5）． 
 

2. インタビュー調査 
2.1 調査の概要 
本研究では，2014 年 8 月 18 日に，佐賀県鹿島市

肥前浜宿の浜公民館おいて，地域のリーダー的役割

を担っている民生委員や区長の方々に集まっていた

だき，質問紙を用いた対面式インタビュー方式によ

り調査を行い，18 名より回答を得た． 
今回の調査では，以下の三つの観点を中心に聞き

取り調査を行った． 
① 現在行われている防災・減災の取り組み 
② 現在の取り組みの中で感じること（問題点） 
③ 防災・減災に向けた情報共有について 

2.2 調査結果 
インタビューの結果，以下のことがわかった． 
まず，観点①について，自主防災組織があり，消

火設備の設置や消火訓練の実施が一定の効果を上げ

ている．一方で，自主防災組織や民生委員・班長を

中心とした共助のしくみがあるものの，具体的な役

割分担までは明確に決まってはおらず，また，情報

共有が会合や電話での会話，手紙や回覧板であり，

十分とは言えないことがわかった． 
観点②については，防災・減災対する意識の不足，

地域全体での訓練の必要性，地域の細かい情報の共

有不足が不安材料として挙げられた．また．災害の

ケースごとの具体的行動指針が明確でないため，ケ

ースごとに，そして地区に即したマニュアルが欲し

いという意見があった． 
観点③については，地区毎のきめ細かいハザード

マップの要望や，過去の言い伝えや事例の地域全体

での危険情報の共有の必要性が指摘された．さらに，

民生委員を中心とした共助のしくみはあるが，いざ

というときのためには，地区の様子（要援護者，独

居，危険個所など）を知る必要があり，こうした地

区ごとのきめ細かい情報の共有が不十分であること

も，不安要素として挙げられた． 
今回のインタビュー調査の結果，地区のリーダー

を中心とした防災・減災の取り組みはあるものの，

住民の防災・減災に対する意識の向上，具体的な行

動指針のよりどころとなる情報の共有に，改善の必

要があることが明らかになった． 
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3. ハザードマップ作成支援システムの開発 
前章のインタビュー調査の結果を踏まえて，地域

ならではの危険情報や避難に関する情報の取集と，

それらの共有化を図り，日頃から災害に備えて，地

域のきめ細かい情報を共有することを可能にするた

めの，ハザードマップ作成支援システムの開発を行

った． 
このシステムは，iOS アプリとして開発されてお

り，災害が起こったときに危険箇所になり得る地点

の情報（災害，写真，コメント，位置）を住民が登

録していき，地図上に情報を表示させハザードマッ

プを作成する．住民参加型にすることにより，住民

の防災意識を高めることができるだけでなく，地域

の住民自身の投稿にすることにより，地域のきめ細

かい情報を共有できると考える． 
このシステムは，地図画面，位置情報登録画面，

情報登録画面の三つの画面で構成されている（図 1
～3）．地図画面では，利用者の現在地と危険地点を

見ることができる(図 1(a))．危険地点を指している吹

き出しにはその地点の写真が入っている．その吹き

出しをタップするとその地点の情報を見ることがで

きる．(図 1(b))． 
情報を登録する際には，位置情報登録画面で，地

図上にピンをドラッグすることにより危険地点を指

定する(図 2)．そして，情報登録画面で，災害の種類，

危険度，コメント，その地点の写真を登録する(図 3)． 
位置情報とそれぞれの箇所の危険情報を合わせて，

端末内の SQLite データベースに格納し，その情報

をもとにハザードマップを作成することができる． 
 

4. まとめと今後の課題 
本研究では，歴史的地方都市を対象に，防災・減

災についての住民意識調査を行った．その結果，地

区のリーダーを中心とした 防災・減災の取り組みは

行われているが， 災害発生時の具体的行動に関して

は，課題も多く住民が不安を感じており， また，そ

のための地域ならではのきめ細かい情報の共有が必

要であることを明らかにした．そうした結果を踏ま

えて，住民参加型の地域ハザードマップ作成支援シ

ステムの設計と実装を行った． 
サーバと連携した情報共有の実装や，情報の維持

管理方法の検討，インタフェースの改善を行った上

で，評価実験を行うことが今後の課題である． 
 

謝辞 
本研究は，日本学術振興会（JSPS）二国間交流事

業共同研究（相手国：韓国）の支援を受けたもので

ある．研究の遂行にあたり，ご協力いただきました

和久屋准教授，林田教授，佐賀大学大学院工学系研

究科三島研究室，和久屋研究室，岡崎研究室の皆さ

んに感謝いたします．また現地での調査にご協力い

ただきました鹿島市，肥前浜宿の皆様に感謝いたし

ます． 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 通常画面     (b) バルーンタップ時 
図 1 地図画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 位置情報登録画面   図 3 情報登録画面 
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